
 

第７学年４組　数学科学びプラン 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　授業者　島根大学教育学部附属義務教育学校　　大谷　由香 

 

１　単元名　一次方程式 

２　単元目標 

○一次方程式についての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに，事象を数理的に捉えたり，数

学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付ける。（知識及び技能） 

○文字を用いて数量の関係や法則などを考察し表現することができる。（思考力，判断力，表現力等） 

○一次方程式について，数学的活動の楽しさや数学のよさに気付いて粘り強く考え，数学を生活や学習に生

かそうとする態度，問題解決となくの過程を振り返って検討しようとする態度，多面的に捉え考えようと

する態度を身に付ける。（学びに向かう力，人間性等) 

３　授業構想　 
　授業者は，昨年度から年間を通して自由進度学習を取り入れた授業展開を試みている。昨年度は中学３年

生と取り組み，一斉授業や１時間内自由進度学習，単元内自由進度学習を組み合わせて実施した。単元の導

入では１～３時間程度の一斉授業を行い，学習内容や目標，見方・考え方を確認するとともに，単元ゴール

となるレポート課題を提示する。その後，１時間内自由進度学習または単元内自由進度学習を行っている。

その際，生徒は授業の「進度」を自分で決めることはもちろん，学習の手引きをもとに「深度」「教材」

「方法」「協働相手」「学ぶ場」など，様々な要素を自己選択できるようにした。例えば，計算問題ではレ

ベル別の問題を提示し，自分に適したものを選択できるようにしている。また，集中して取り組みたい生徒

は一人で，複数で相談しながら学びたい生徒は席を移動したり廊下で学習したりしている（図１）。 

　今年度も，中学１年生と年間を通して，自由進度学習を取り入れた授業を計画している。まず，１章正の

数・負の数の単元においては１時間内の自由進度学習からスタートし，１時間の学習過程をClassroomに提示

し（図２），１時間の授業をどう取り組むかを生徒に委ねることから始めた。２章文字の式の単元において

は，10時間の単元内自由進度学習を行った。その際は，生徒に学習の手引きを提示した（図３）。学習の手

引きには途中にミッションを設定し，他者参照が可能なオンラインのホワイトボードツールFigjam（図４）

を使って，説明を書いたり，動画で説明を録画したりしたものを提出する活動を取り入れている。この活動

により，生徒は他者に一度説明を聞いてもらったり，投稿された動画を見てわからないところを該当の他者

に聞きに行ったりする姿が見られ，協働的な学びにつながっていると考えている。また単元ゴールとして，

導入の時間に扱った「棚をつくろう」から「x個の正方形をつくるときに何本の棒が必要だろうか」という問

いを解決するためのレポート作成を行った。レポート作成の場面では，正方形を長方形や立方体に変化させ

たり，棒だけでなくジョイントや金額などにも着目したりする姿も見られた（図５）。生徒同士で質問した

り，それに答えたり，よりよい方法を生み出したりする姿が見られ，自ら学ぶ姿や他者と協働して学ぶこと

につながると考えている。 

　６月に実施した生徒アンケートでは「今までの一斉授業（先生が進め，みんなで同じことをする）より，

今の授業スタイル（自分で学ぶ，いろいろなオプションがあるなど）は，学びやすいですか」という質問に

対して，93％の生徒が学びやすいと答えている。肯定的な理由としては，「自分のペースで進められる」，

「苦手なところは戻れるし，得意なところはどんどん進められる」といった自分の理解度やスピードに合っ

た学習ができて安心感があるという意見が多数であった。また「みんなの前では言いにくいが，今のスタイ

ルなら聞きやすい」，「静かな場所や自由な環境で，先生や友達にタイミングよく聞ける」という一斉授業

よりも質問のハードルが下がると感じている生徒が多かった。一方，否定的な意見としては，「なまけてし

まうことがある」，「楽な方を選んでしまう」など，自主性・自己管理が問われる分，課題を感じている生

徒も一定数いた。また，「自分でやると合っているかわからなくなることがある」「やることが多くて最後

まで終わらず宿題になる」など，進度の差や理解度の確認に不安を感じる声もあった。そのため，めあてや

ふりかえりを活用し，生徒自身が自分の学びを振り返ったり見通しをもったりなど自己調整できる場面を多

く取り入れるように工夫している。また，教師がファシリテーター役になり，生徒の学びや困り感をつなげ

るような声がけをすることで，協働的な学びを生み出すきっかけづくりを行っている。 

４　単元計画（全16時間） 

第１次　一次方程式（９時間） 

※１時間目は一斉授業でこの単元で学ぶ内容や見方・考え方等を確認する。２〜９時間目の８時間分を単元

内自由進度学習で行う。 

第２次　一次方程式の利用（７時間） 

https://docs.google.com/document/d/18u1HqyKYInUdZ_Ig_Pms7JJivOrQv5cQAzyBNnrh5uk/edit?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1BlCAuUbDEx5NNhTJTIvJfIrnrum3Prqr/view?usp=sharing
https://docs.google.com/spreadsheets/d/1g95wx8XvLRBS4RkC8i1k_YO3ITN7EebRVIPuqHgf8R4/edit?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/10mKhan_HPZ5k8hSxZgf3gLgYGGFYWC7h/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/10tcD9W9jHGkKpE7KKKcCdrD2oYcBgxiZ/view?usp=sharing


 
５　単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①一次方程式の必要性と意味を理解し

ている。 

②一次方程式の解や等式の性質，移項

の意味を理解している。 

③等式の性質の意味を理解し，等式の

性質を用いて一次方程式を解くこと

ができる。 

④移項の考えを用いて一次方程式を解

くことができる。 

⑤簡単な一次方程式，比例式を解くこ

とができる。 

⑥事象の中の数量やその関係に着目し

，一次方程式をつくることができ

る。 

⑦一次方程式を用いて具体的な場面の

問題解決を行うときの，解の吟味の

意味と必要性を理解している。 

①等式の性質をもとにして、一

次方程式を解く方法を考察し

表現することができる。 

②一次方程式において、移項で

きる理由を等式の性質をもと

にして考察し表現することが

できる。 

③一次方程式を具体的な場面で

活用することができる。 

①一次方程式の必要性と意味

を考えようとしている。 

②一次方程式について学んだ

ことを生活や学習に生かそ

うとしている。 

③一次方程式を活用した問題

解決の過程を振り返って検

討しようとしている。 

６　本時の学習（単元内自由進度　本時５／８時間）　 

(1) 学習の手引き  【公開用】７年生３章方程式１節（８時間）【単元内自由進度学習の手引き】

(2) 授業デザイン 

① 自ら学習を進めることができるような環境設定 

(ア) 学習の手引きの作成 

・生徒が自分で計画を立てたり修正したりできるよう，めあて・時間数・学習の流れ・活用できる学習材・

最終ゴールの記載。 

・チェック項目（例：「友達に説明できた」「友達の考えから学んだ」）を設けて協働学習を促進。 

・ミッションを設定し，学びの定着や協働の機会を確認。 

(イ) 学習環境づくりの工夫 

・興味・関心，学習速度に応じた教材を準備し，生徒が選択できる環境。 

・本時に取り組む内容やその日の気分で，学び方（一人で黙々と，友達と相談しやすい場所で，先生に質問

しやすい場所でなど）を生徒が選択できる環境。 

・デジタル教材（デジタル教科書，eboard等）を提供する。 

・答え合わせの教材に途中式を含め，解答PDFやデジタル教科書を活用して自己学習方法を選択可能に。 

・個への支援の充実（困ったときには、てんびんの操作を通して等式の性質に立ち戻ることができるように

ホワイトボードにてんびんの図とマグネットを用意し、操作を通して学べる環境を準備する） 

(ウ) 必須学習と自由選択学習を設定し，自分のペースで学べる環境を整備する。 

・スプレッドシートによるふりかえりシートを活用し，進捗状況を把握し支援を強化。 

・発展自由選択課題として、複雑な暗号への挑戦やオリジナル暗号の作成など、生徒の興味・関心に応じた

発展的な学習を用意する。また，その取組は学年で１つのPadletで共有する。この活動から体験から探

究、創造へと段階的に学びを深めることで、一次方程式を単なる計算技能にとどまらず、「なぜこの解に

なるのか」「どうすればこの解になるか」など、数学的な見方・考え方を働かせた活動ができるようにす

る。また、学習を重ねる中で、教師側が課題を用意しなくても、自分で課題を設定し、取り組めるように

していきたい。② 授業内での働きかけ 

・ふりかえりシートや机間支援を通じて，生徒の学びを確認し，自己選択・自己決定の積み重ねを支援す

る。 

・学習に向かいにくい生徒には学習の手引きや問いかけでサポートし，対応策や興味に応じた学び方を提　

　案する。 

・質問への対応ではすぐに答えず，生徒の考えを整理・焦点化させ，自力解決を促進。 

・友達との交流や協働を促し，学びの広がりを支援。 

・解決後の生徒には別解やよりよい方法を考えるよう問いかけ，新たな学びや協働的な活動を提案。 

https://docs.google.com/spreadsheets/d/1B5cenTPryYilLD-gHan4l5ECsqBx-Xc39a9V-LEskG0/edit?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1JJvB85Wk-nYUEP9aCRfw32_NApqfiau1/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/126HwZUbEhjUud9XkKnKpK9G4p0ZRENRV/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1J8asVblQJyvp733ivcr4adzenbXvHJln/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1YaTvvMyqpzvXHJVpp6j1AJv8Dar-N18D/view?usp=sharing
https://docs.google.com/document/d/1bysf9va8blRxd6VEO9p9WC-8rjCmyFGre-chgEJSK5k/edit?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/10pFD77Gy8V4x7PWmksieydzqxr8kx7jk/view?usp=sharing
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